
4. RefWorks②
データベースの連携

参考文献リストの作成

・検索結果を保存
・参考文献リストを作成する
・各種ファイルを保存・管理する



検索結果を保存

に
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論文を作成するために参考にした資料やデータ

問い

目的

証明

（引用・参照）

図・資料

（調査結果）

答え

（結論）

※ 参考文献として表記する
＝ 論文のモラル

論文作成のイメージ
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 図書

「著者名」「出版年」「書名」「出版社」
※出版社が国外の場合は「出版地」

※翻訳があるものについては、翻訳書についての情報も記す

 雑誌

「著者名」「刊行年」「論文名」「掲載雑誌名」
「掲載巻号」「掲載ページ」

※外国語（欧文）の論文タイトルは引用符（“ ”）をつける

文献管理ツール RefWorksを使うと簡単にリストを作れます

書名、雑誌名、著者、出版社などを
「書誌情報」とも言います。

本や雑誌を探すのに役に立つ情報です。

参考文献の表記法（一般的な例）
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から に保存①

2

①TAF-Search右上の
「保存したアイテム」

をクリック
↓

②「Export To…」
をクリック

↓
③表示された一覧から

「RefWorks」
をクリック

TAF Searchのタブを選択

1
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③

文献情報を保存する
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から に保存②

①検索結果右上の
「・・・」をクリック

↓
②表示された一覧から

「RefWorks」
をクリック

1

2

1件ずつ
RefWorksに登録できる
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RefWorks出力

から に保存
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中には と連携できるものも

の場合例）
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自分で情報を作成する

「+（追加）」のマークを
クリックします。

「新規レコード作成」
をクリックします。
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参考文献リストを作成する

で
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参考文献リストを作成する

➡ 参考文献リストを作成
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リストの形式を指定する

雑誌名・スタイル名を入力して検索

マークをクリック
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各種ファイルを保存する

に

14



テキスト以外にもPDF、Word、Excel、
PowerPoint、画像、音声

などいろいろなものが保存可能

様々なデータを に直接保存する

保存したいファイルをRefWorks
にドロップする
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